
農医連携特定実習１（医科実験動物学）
英　文　名英　文　名 :: Agromedical Science Laboratory １
科 目 概 要科 目 概 要 :: 動物資源科学科３年前期 [集中]、３群科目、選択、実習、１単位(45時間)

担　当　者担　当　者 :: (※は科目責任者) 東　貞宏、 大久保　直、 古館　専一、 ※佐藤　俊哉、 遺伝子高次機能解析センター職員、
担当者全員

講　義　室講　義　室 ::

授業の目的授業の目的

現在の医学・生物学は、ゲノム情報に基づき、各遺伝子の生体内での動態や遺伝子産物の機能を解析する段階に移行
してきている。このための実験手法として、遺伝子組換え動物を用いた高次機能解析が今後の医学研究には欠くことの
できない技術となっている。本実習では発生工学的手法を学修するとともに、遺伝子組換え動物の作成法及び作成され
た組換え動物の管理方法も合わせて理解する。

授業内容(シラバス)授業内容(シラバス)

回回 項目項目 内容内容 担当者担当者

1 序論、動物実験の関連法
規、医学研究における発
生工学・生殖工学の意義
、遺伝子組換え動物と施
設・飼育

【講義】実験動物および動物実験の関連法規に対応した遺伝子組換え動物の
ための実験動物施設のあり方と飼育管理、発生工学・生殖工学による遺伝子
組換え動物の作成と意義について

佐藤　俊哉
大久保　直

2 実験用げっ歯類の生殖
内分泌

【講義】生殖工学の基盤をなす生殖内分泌機序について、実験用げっ歯類の
性周期・排卵・妊娠・分娩等の機構について

古館　専一

3 遺伝子組換え動物作成
法(1)

【実習】実習の概要の説明，実験室の案内，胚・配偶子操作器具の作製 担当者全員

4 遺伝子組換え動物作成
法(2)

【実習】胚・配偶子の取り扱い，胚・配偶子操作器具の作製 担当者全員

5 遺伝子組換え動物作成
法(3)

【実習】胚・配偶子の取り扱い，胚・配偶子操作器具の作製 担当者全員

6 遺伝子組換え動物作成
法(4)

【演習】グループ・ディスカッション，まとめレポート作成 担当者全員

7 受精卵への遺伝子導入(
1)

【実習】胚・配偶子の取り扱い，受精卵への組換え遺伝子導入 担当者全員

8 受精卵への遺伝子導入(
2)

【実習】胚・配偶子の取り扱い，受精卵への組換え遺伝子導入 担当者全員

9 受精卵への遺伝子導入(
3)

【演習】グループ・ディスカッション，まとめレポート作成 担当者全員

10 胚・配偶子の凍結保存、
胚移植(1)

【実習】胚・配偶子の凍結保存，胚・配偶子の融解 担当者全員

11 胚・配偶子の凍結保存、
胚移植(2)

【実習】胚移植 担当者全員

12 胚・配偶子の凍結保存、
胚移植(3)

【演習】グループ・ディスカッション，まとめレポート作成 担当者全員

13 卵細胞質内精子注入法
による遺伝子導入(1)

【実習】卵細胞質内精子注入法の概要の説明，操作器具の作製 担当者全員

14 卵細胞質内精子注入法
による遺伝子導入(2)

【実習】卵細胞質内精子注入による受精卵の作成 担当者全員

15 総括 【演習】実習のまとめ討論とレポート作成，実習テーĀā発Ăă 担当者全員

到達目標到達目標
１Ą遺伝子組換え動物の管理方法の要ąを説明できる。
ĆĄ遺伝子組換え動物の作成法について理解することができる。

評価方法評価方法 ćĈ態ĉ、実習レポートによりĊċを行Č。

準備学習等準備学習等
(予習・ 復習)(予習・ 復習)

čĎďĐ前のđ習はĒにē要としないが、ĔĕĖė後は、各čĎďĐ前に資Ęのę集を行い、Ě分のěえをĜ理し
ておくことがĝましい。čĎ後には、意Ğğ換の結Ġをもとに、テーĀに対する理解をġめること。セĢģーĤĥ後は、発
Ă内Ħやまとめ方のħĨについてもĩ討し、発Ă技術のĪīをめĬすこと。

その他その他
注意等注意等

医学ĭ遺伝子高次機能解析センターでは、遺伝子の機能解析に欠くことのĮįない遺伝子組換え動物を、発生工学
実験技術を用いてİı的に作成しています。実習では、実ĲのĎĳにĴ用している機器・器具をĴ用して実験方法を
習ĵすることができます。またこの実習は産Ķķ科ĸĹの生殖ĺĻ医ļにĽľする機器・器具のĴい方や操作手法も
学Ŀことにもなります。さŀに本センターは、Łłの組換え動物をSŃńグレーŅで飼育していますので、ņれŀのŇ全で
ňŉ的な管理にē要な施設設Ŋと管理ŋŌ方法を実体験することができます。
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参考書参考書 発生工学実験ĀŏŐőルŒトœンスŔŕ
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